特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　　週刊ニュース　　１０年　9月　1日　319 号

●第14回里山講演会に多数の皆さんのご出席をいよいよ明後日里山講演会を開催いたします。水曜日のラクナンタイムスに講演会の紹介記事を掲載いただきました。また京都新聞も3日付で案内記事の掲載を予定でメールでも可能な皆さんに送りました。チラシも手配りで600枚を配り終えました。これまでになくお知らせに力を入れてきました。南山城地域は内排水問題が宿命となる地形で、天井川による山部の雨水を木津川に放流方式も内排水対策とした先人の知恵でした。今日集中局所豪雨が目立ってきていますが、かつての南山城水害もその先例だと言われてきました。こうした事例から今日の課題をともに考え合う場として、貴重でユニークな提案がされます。ぜひともご参集いただきますよう、心よりお待ちしております。 　●会員増やしに役立てる里山の会リーフが刷り上がる里山の会の活動紹介のパンフをここしばらく作成してきませんでした。何としても250人会員を実現するために、何時でも誰にでも活動紹介の出来るものが必要だとのことから、準備を進めてきました。背景やスローガンについて毎回の事務局で検討してきました。表紙の背景は大村幸正理事の里山風景の絵を提供戴きました。そしてスローガンには「里山の風にふれませんか」に決定しました。表紙には事務局会議の出席者が何らかの形でかかわりを持ち総力を挙げたもので、全会員の気持ちが表わされた傑作だと思います。活動紹介についても知恵を絞り合いました。そして深田三郎さんのパソコンの技能を注ぎ込んでいただき、皆さんのご意見を聞き入れ何回も何回も修正を繰り替えて練り上げていただきました。そして発注にあたっては池上さんに最終点検で微調整をお願いして出来上がりました。これだけ皆で力を注ぎ込んでいただきました。約4ヵ月間掛かって作り上げた成果品です。大いに活用して会員250人の実現に大いに役立てて下さい。会員増やしの為にご活用いただける方は事務所までお越しください。何時でもお渡し致します。　● 第2回理事会（8月27日）で論議されたこと　　 前半活動では淀川資料館の木津川植物標本展の来館者1385人を加えますと3596人の皆さんが里山の会の活動にご参加いただきました。これは昨年1年間の4034人を軽く突破すると予想される状況になっていること、そして毎週の事務局会議が21回で平均13.5人の出席者で、延べ264人の出席が報告されました。また論議では何としても会員を増やし結成10年を喫して長年出来なかった250人会員を成し遂げようと言う非常に熱意ある発言がされました。理事と社員が一人の会員を増やせば軽く実現できるではないかと言った鋭い発言がありました。その他、交付金事業の資金計画はどの様に計画されているのか、必要なら理事が拠出すると言った決議をする必要があるのではないか、と非常に積極的で先見性のある意見がありました。その他鹿背山の柿山に親しむ会は、開発がすすめられて、今年が最後の催しになるのではないか。それなら、これまで柿にかかわってこられたすべての皆さんに案内すべきだといた意見、そのほか鹿背山での柿の取り組みを継続すべきだと言った発言も見られました。
　●  会誌29号原稿締め切り　9月10日　特集の演題は「私と里山の会」です。1000文字が1ページ分で願いします。B5の用紙に左右上下とも24mmの空白をとって文字サイズは10.5で、明朝で印刷しますので、この様式でメールをお願いします。大勢の皆さまのご寄稿をお待ちしています。
　● 9月植物部会観察会11日　6日にコースの下見を実施します。11日に参加できない方は、下見にご参加ください。　集合解散は当日と同じ時間割で進みます。久しぶりですが、弁当のご持参をお願いいたします。 
　●秋の木津川花散策　19日11日に引き続き木津川の加茂町域を散策します。この地域は右岸に恭仁京が作られ僅か4年間の短い期間でしたが日本の中心部としての役割を果たしました。その遺跡を訪ねます。オオバクサフジの移植保全の状況も観察する計画です。また左岸には浄瑠璃時等南山城地域最高のハイキングと歴史の道、癒しの古里が広がっています。　　●稲刈り体験　20日　早苗を植え付けたころは寒くて成長が心配されましたが、早くも実りの秋を迎えました。昨年は運動会などと重なりましたが今年はいかがでしょうか。大勢の皆さんと収獲の喜びをともにしたいものです。お子さんのご参加大歓迎です。

第14回里山講演会
9月4日　13：00より　京田辺市中央公民館大ホール

　講演　   「宇治川の要・巨椋池」
‟宇治川の治水と環境の両面から巨椋池を考えます”
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師  元京都府土木関係職員 開沼淳一　氏
近畿「水辺の子ども」in京都で発表した小学生のサークルの取組紹介・・発表2組



来場お待ちしています。

















